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CD-ROMを利用した特許情報システムの開発
DevelopmentofPatentlnformationSYStembYCD-ROM

日本特許庁は近年の特許出願の増大に対応するため,昭和59年度から審査業

務の効率化,審査資料保管の省スペース化などを目的とし,10年計画でコンピ

ュータによるペーパーレス システムの実現を推進している｡

この計画の一環として,現在,特許公報の電子化作業が進められているが,

この電子化された公報を広く一般に利用してもらう目的で,財団法人日本特許

情報機構がCD-ROMによる公報販売サービスを開始した｡

日立製作所は,一貫してCD-ROMによる公報販売サービスのシステム開発に

参画し,財団法人日本特許情報機構から提示された仕様に基づきCD-ROM端末

を開発した｡

n 緒 言

財団法人日本特許情報機構(Japan PatentInformation

Organization:略称JAPIO)では,光ディスクに蓄積された特

許公報をCD-ROM(CompactDisk-ReadOnlyMemory)に

プレスし,販売するサービスを開始した｡

このサービスは,近年ますます膨大化する特許公報をペー

パーに代わってCD-ROMに格納し販売することにより,民間

特許部門あるいは特許事務所での省スペース化,及び特許公

報の検索を容易化することを目的としている｡

日立製作所は本サービスに対応し,CD-ROMの情報を検索,

表示,プリントするCD-ROM端末を開発したが,この端末は

特許公報がイメージデータとしてCD-ROMに蓄積されている

ことを考慮し,高精細ディス70レイ,イメージ処理装置の装

備など幾つかの新技術を取り入れた端末となっている｡

囚 特許情報システムの概要

財団法人日本特許情報機構での特許情報システムの概要を

図lに示す｡特許情報システムの中核をなすものば`pATOLIS”

(PatentOnlineInformationSystem)であり,これは特許情

報データベースの検索システムとして,広く利用されている｡

これとともに,その検索結果のサービスとして｢オフライン

回答+,｢オフライン回答ファクシミリ+がある｡一方,光デ

ィスクに蓄積した公報など,特許情報イメージデータを利用

する｢公報プリント+,｢光ディスク複写+,｢CD-ROMサービ

ス+のシステムがある｡これらのシステムは,エンドユーザ

ーからの注文により,公報等特許情報イメージデータを,そ
れぞれペーパー,光ディスク(日立製作所,松下電器株式会社,

株式会社東芝),CD-ROMという媒体を介して特許を提供する

ものであり,他にも公報全文ファクシミリ,公報全文オンラ

インのサービスを検討中である(CD-ROMサービス以外サービ

田中雅雄* 肋sα0乃乃α々α

今井良一** 砂∂才cゐ=舶g

ノーl村浩一**齢どcゐ音曲紺α椚〟和

ス時期未定)｡このように,財団法人日本特許情報機構の特許

情報システムは,様々な形態でエンドユーザーに情報提供を

予定しているが,これらの中でも｢CD-ROMサービス+に関

しては容易な検索,大容量(550Mバイト),規格統一フォーマ

ットなどによるサービスの利点があり,現在注目を浴びている｡

凶 CD-ROMデータ作成の流れ

3.1CD-ROMの内容

CD-ROMの物理フォーマットは規格統一されているが,現

時点ではその論理フォーマットについては自由である｡そこ

で,財団法人日本特許情報機構がCD-ROMに公報等特許情報

イメージデータを入力し,サービスするために作成した論理

フォーマットを図2に示す｡

CD-ROM内のデータの管理構造は3層になっており,その

最下層に15個のファイルが結合されている｡これらの内容に

ついて表1に示す｡管理情報及び重要と考えられるファイル

については二重苦きしており,リードエラーなどの対策を行

っている｡

財団法人日本特許情報機構では,このCD-ROMに公報等特

許資料イメージデータをB5判,線密度200dpi(dotperinch)

で入力するが,これは特許公報で約1万5,000ページ/枚(約26

冊/枚),実用新案公報で約1万9,000ページ/枚(約88冊/枚)と

なる｡

3.2 システムの流れ

CD-ROM作成までの工程を図3に示す｡この工程のうち,

プレスを除く全工程を財団法人日本特許情報機構内で行う｡

同図中の①データ作成,②データチェック,③生産管理は

HITAC M-280Dシステムで,④プレマスタリングはプレマ

スタリング装置(3台)で,⑥チェックはCD-ROM端末システ

*財団法人日本特許情報機構 **ファコム･ハイタソク株式会社
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注:略語説明

PATOLIS(PatentOnl■=e州0rmaいOnSys-em)･CD-ROM(CompactDisk-ReadOn■yMemory),MC(Manageme【tControl)

図l特許情報システムの概要図 CD-ROM端末は,PATOLISと連動して検索を行い,その結果を利用してイメージデータの表示･印刷を行う｡
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図2 財団法人日本特許情報機構仕様CD-ROM論王里フォーマット

管理構造は3層になっており,アドレスポインタによってチェインさ

れている｡
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表I CD-ROM内のデータ 管王至情報の下にインデックスファイル

が12個(正･副),アドレスコンバータファイルが2個(正･副),ボデー

ファイルが1個ある｡

項番 分類 名 称 内 容 備 考

l

管

理

情

報

ボリ ュ

ーム情報

当該ボリュームの管理

情報であり,デイレク

トリのアドレスを持つ｡

二重書き

2 デ ィ レ ク ト リ

各ファイルの管王里情報

であり,各ファイルの

アドレスを持つ｡

二重書き

3

フ

ア

イ

ノレ

イ ン デ ッ ク ス

キーを変換するファイ

ルであり,lPC,ファ

セット,出願人コード,

出願番号,出願日付,

文献日付を文献番号に

する｡

二重書き

4 アドレスコンバータ

文献番号から,イメー

ジのアドレスに変換す

るファイルである｡

二重書き

5 ポ 丁

公報等特許情報イメー

ジデータが格納された

ファイルである｡

注:略語説明

IPC(l=ter=atio=alPatent C舶sification)
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①
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管理情報

リスト

リスト

(∋

プリマスタリング

データ磁気テープ

リスト
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注:略語説明 VCR(VideoCasselteRecorder)

図3 CD-ROM作成工程 ホストコンピュータでのデータ作成後,及びプレス後の2箇所でチェックを行う｡

ムで処理を行い,⑤プレスはメーカーに発注している｡

財団法人日本特許情報機構では,このシステムで月産25タ

イトルの体制をとr),逐次販売を行っている｡

田 CD-ROM端末の開発

このように,財団法人日本特許情報機構ではCD-ROMの作

成を行い,CD】ROM端末の開発を各メーカーに発注した｡日

立製作所でも,最新のワークステーション2020を応用したCD-

ROM端末の開発を行った｡

4.lハードウェア構成

現在の日立製作所のCD-ROM端末のハードウェア構成を

図4に示す｡このCD-ROM端末の中心となる各種処理用に

ディスプレイ

キーボード

2020本体 アダプタ

音響カプラ

ハイブリッドホン

イメージ処理装置

イメージ

ディスプレイ

CE

プリンタ

○

CD-ROM

ドライブ

注:略語説明 CE(ControIEquipment)

図4 CD-ROM端末の構成図 検索など処理用の2020とイメージ

データ処‡里用のイメージ処‡里装置の2プロセッサ構成である｡

白l=崖′～′:､き叫-----こ～､J〆
狙■■___+_ 済

財団法人

日本特許情報機構

○
VCRテープ

○

CD-ROM

メーカー

(む

プレス

図5 CD-ROM端末の外観 処理用とイメージ表示用の2CRT

(Cathode Ray Tube)構成である｡

2020を採用し,これにイメージ処理用のイメージ処理装置を

結合した｡CD-ROMドライブは,CD-ROMアダプタを介して

2020に接続した｡ディスプレイは,各種処理用の2020ディス

プレイと,イメージ表示用の高精細ディスプレイ(線密度200

dpi)の2ディスプレイ構成とし,プリンタはキャラクタとイメ

ージの両方を出力可能なLBP(LaserBeamPrinter)とした｡
また,PATOLISの端末としても使用可能とするために,RS-

232Cを介して音響カブラ(又はハイブリッドホン)を接続可能

とした｡

これらをまとめた外観を図5に示す｡

4.2 ソフトウェア構成

CD-ROM端末に搭載するソフトウェアの基本的な仕様につ

いては,財団法人日本特許情報機構から各メーカーに仕様書

が提示され,各メーカーはその仕様に従ってソフトウェアの

開発を行うことになった｡その基本的な仕様でのソフトウェ

ア構成及び機能を図6,表2に示す｡この中で着目すべきと
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ころは,CD-ROM内のイメージを検索する際にキーとなる情

報をPATOLISで検索し,データ転送を行うということである｡

日立製作所では,基本的に財団法人日本特許情報機構の仕

様に合わせて,図7に示すように自動化機能を強化したソフ

トウェアの開発を行った｡更に,ハードウェアの特長を生か

CD-ROM端末･本体

TSS無手順

漢字端末
ソ フ ト

公衆

回線

スタンドアロン

･CD-ROM検索ソフト
‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾｢‾‾‾‾‾‾‾‾-‾‾

検 索 ! 表示･印刷

オペレーティングシステム

(MS-DOS*など)

入出力管理モジュール

(B10Sなど)

CD-ROM

リ ー

ド

モジュール

イメージ出力

モジュール

イメージ処理

モジュール

ディスプレイ

キーボード

キャラクタ CD-ROM

プリンタ ドライブ

FDD

HDD

注:略語説明ほか

TSS(TimeSharingSystem)

B10S(BasiclnputO]tPUtSystem)

FDD(F10PPyDiskDrive)

HDD(HardDiskDrive)

イメージ イメージ

デイス プリンタ

プレイ

* MS-DOSは,米国マイクロソフ

ト社の登毒責商標である｡

図6 CD-ROM端末ソフトウェア基本構成図 財団法人日本特許

情報機構から提示されたソフトウェアの基本構成であり,端末部分のソ

フトと検索部分のソフトに大別される｡

し
‥
り

引叫

引叫

射り

次のような機能のサポートを行った｡

画像全体拡大(B5-A4)

表示画像部分拡大(縦･横2倍)

表示画像高速ページめくr)

画像プリンタへのキャラクタ情報出力

このように,イメージ処理装置の機能を最大限に生かすよ

うなソフトウェアを開発した｡

今後も,顧客のイメージに対するニーズをソフトウェアに

フィードバックし,チューンアップする予定である｡

田 将来展望

以上,特許情報でのCD-ROMシステムの機能概要･開発の

背景などについて紹介したが,今後ユーザーへの普及,ハー

ドウェアの進歩に伴うCD-ROMデータの多様化,CD-ROM端

末の充実化が進められると思う｡

5.1CD-ROM作成システムの拡張

公報データを利用する側からみると,データの種類として

は,番号順にデータが蓄積されているCD-ROMの販売だけで

なく,電気,化学などの分野別に分類して蓄積されているCD-

ROMも必要となる｡また,CD-ROMデータ販売サービスの初

期ではそ(遡)及データの範囲も十分でないため,早期に遡及

データの充実が図られることが期待される｡

将来の展望としては電子出願が開始され,電子化された公

報はコード情報が中心になると予想され,その場合,現行の

CD-ROMでの公報収容量は飛躍的に増大し,操作性も向上さ

れ,CD-ROMもいっそう普及し,またCD-ROM化されるデー

タも公報だけでなく,索引誌など他のデータのCD-ROM化に

も波及してゆくと思われる｡

5.2 CD-ROM端末販売の拡大

CD-ROM端末は,ユーザーへ普及するに伴い市場のニーズ

表2 CD-ROM端末ソフトウェア基本機能 財団法人日本特許情報機構から提示されたソフトウェアの基本機能であり,CD-ROMアクセス時

及び印刷時のエラーリカバリを考慮している｡

項番 分 類 機 能 概 要

l

TSS無手順

漢字端末ソフト

事前登録
インテリジェント端末とLて動作させるためのデータを,事前にディスクに登録･更新･削

除をする｡

2 インテリジェント 自動ダイヤリング･自動ログオンを行い,更に事前登録データの送受信をする｡

3 TSS無手順漢字端末 CD-ROM端末をホストと接続し,TSS無手順漢字端末として動作させる｡

4 CD-ROM検索用データ転送 ホストからCD-ROM検索用データを受信し,端末のディスクに格納する｡

5

スタンドアロン

CD-ROM

検索ソフト

マニュアル検索
直接,検索キーをキーボードから入力して,CD-ROMに記録されているイメージデータを表

示･印刷する｡

6 自動検索
ディスクに格納されているCD-ROM検索用データから検索を行い,CD-ROMに記録されてい

るイメージデータを表示･印刷する｡

7 ローカル検索
CD-ROMに記録されているインデックスを検索し,CD-ROMに記録されているイメージデー

タを表示･印刷する｡

8 CD-ROM自動回復
CD‾ROM上の汚れ,ごみ,きずなどにより,データを読み込むことができなかった場合,二

重曹きエリアを自動的に読み込む｡

9 印刷中断回復
イメージデータをプリンタに出力中に,ジャム及び用紙切れが発生した場合,回復後に印刷

完了の次ページから印刷を再開する｡
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図7 CD-ROM端末アプリケーションソフトウエア ユーザーの負担を軽減するために,アプリケーションソフトウエアは自動化の機能を強

化Lた｡

を吸収･反映し,ハードウェア･ソフトウェアの充実とあい

まって,コンパクトかつ大量データが蓄積可能なこと,アプ

リケーションソフトを搭載することで融通性のある検索が可

能なことなどの利点を生かして,ペーパー及びマイクロフィ

ルムの代替手段としても急速に普及すると思われる｡また,

CD-ROM端末はその特長を生かせば,特許情報の分野だけで

なく図書･地図･マニュアルなどの技術資料など幅広い分野

での適用が今後考えられる｡

凶 結 言

特許情報システムでのCD-ROM端末は,公報サービスとし

て従来の紙による公報の販売及び公報の複写サービスに加え

て,CD-ROMによる情報サービスを可能としたものである｡

これにより,民間企業のペーパーレス化を促進させ,また豊

富な機能を持つソフトウェアとあいまって,特許調査を行う

うえで強力な一助となることを目的として開発した｡また,

今後特許庁が予定している電子出願が開始されるときには,

本端末の経験をベースにハードウェア,ソフトウェアの機能

を拡張し,電子出願機能をも含む複合端末システムとしてユ

ーザーに提供してゆ〈ことを考えている｡
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論文

∨+Slマスクデータに対する論理演算と
交点計算を同時処理するパターン論理演算手法
日立製作所 築漆 明･小澤時典･他3名

電子通信学会論文誌J69-D,6,975～983(昭6ト6)

LSIの大規模化,高集積化に伴い,その設

計期間の短縮を図ってマスクパターンデー

タを対象とする設計検証,及びマスク作成

のための各種CADシステムが開発され使用

されている｡これらCADに共通に必要な基

本技術は,マスクパターンデータの輪郭

(OR)や重なった部分(AND)を取り出すパ

ターン論理演算技術である｡

VLSI時代に実用となるための論理演算

手法の技術課題は,(1)データ数に比例する

計算時間で大量データを高速に処理するこ

と,(2)斜めパターンを取扱い可能とし,そ

れが存在しても性能の劣化が少ないこと,

である｡大規模データを高速処理するには,

演算対象データを限定し,その参照回数を

少なくする制御方法が必要となるが,総当

たり式に調べる方法は計算時間がデータ量

の二乗に比例し,大規模データには通用で

きない｡筆者らは,上記二つの技術課題を

解決する仮想スリット法及び限定交点探索

法を提案した｡

仮想スリット法は,マスクパターンデー

タを向きをもつ辺であるベクタで表現し,

Ⅹ座標順にスリットを移動するように制御し

ながら,従来個別に行われていたスリット

制御,交点計算,重なり認識の3処理を同

時に行う論理演算手法である｡スリットと

は,各ベクタの左右の端点又はベクタ間の

交点のⅩ座標を通るy軸に平行な直線で分割

される領域である｡

交点計算処理は,各ベクタと他のすべて

のベクタとの交点を求める処理である｡他

のベクタの探索範囲を,任意角度の斜めに

対しても交点計算漏れのないことを保証す

る,注目ベクタのy方向幅と上下に斜めベク

タのy方向幅を加えた範囲に限定する限定

交点探索法を考案した｡

重なり認識処理は,ベクタの向きにより

隣接ベクタ間の領域のパターンの重なり数

を計算する処理で,前スリットで計算した

重なり数が変化するときだけ再計算を行う

ように工夫した｡

製品化されているLSIマスクデータに対す

るOR演算時間は入力ベクタ数にほぼ比例

し,100万ベクタのCPU時間(計算機:

HITAC M-280H)は約100秒である｡

提案した手法を用いて,21種の機能を持

つパターン演算処理プログラムパッケージ

(VSOP)を開発した｡VSOPは各種CADシ

ステムに組み込まれ,現在も実用に供して

いる｡

画像専用RAM

日立製作所 阿知葉征彦･石原政道

電子通信学会誌 69-7,712～715(昭6l-7)

1Mビット半導体メモリの時代を迎え,当

初大形計算機の主記憶素子に限られていた

適用分野が急速に広がりつつあり,画像メ

モリとしても大量に使われ始めた｡

テレビジョン走査を基本とする画像メモ

リでは,テレビジョンの走査方式に基づく

新たな制約が加わる｡計算機用メモリとし

て発展してきた高集積化の方向では対応で

きなくなり,専用の新しいメモリが市場に

現れ始めた｡

テレビジョン信号を記憶する画像メモリ

には,(1)高速動作,(2)大容量,(3)シーケ

ンシャルアクセスなどの特徴がある｡画像

メモリでは一定周期に全画素を順次アクセ

スする｡このため,画素数が増えるほど高

速メモリが必要となる｡

画像メモリの機能には,単なる記憶のほ

か速度変換,遅延などがある｡このような

画像メモリの特徴,機能を実現するため,

従来のDRAMに(1)多ビット構成,(2)高速

入出九(3)複数人出力ポートなどの新しい

機能が盛り込まれつつある｡

メモリ価格の低下は,VDT(画像表示端

末)の構成を変え,広範な普及とメモリ使用

量の急増をもたらした｡画像表示用メモリ

は,モニタ表示用の高速読出しとCPUとの

ランダムアクセスが特徴であり,最近市場

に現れたマルチポートRAMがその代表であ

る｡これはランダムポート(RAM部)とシリ

アルポート(SAM部)から成る｡RAM部は

従来のDRAMと同一である｡転送サイクル

でRAM部からSAM部へ1行分のデータが

転送される｡SAM部はRAM部とは独立に

シフト動作をし,1行分のデータを出力す

る｡この基本機能はほぼ標準化が合意され

普及し始めた｡今後はシリアル入九 演算

機能のオンチップ化などオプション機能が

充実きれよう｡

メモリの大容量化と低価格化により,テ

レビジョン用フレームメモリが家庭用VTR

やテレビジョン受像機に入り始めた｡フレ

ームメモリの導入により,家庭用VTRでは

静止モードやスローモーションなどの特殊

再生時の画質が格段に向上する｡回転ヘッ

ドやトラッキング機構の精度緩和にも役立

つ｡また,このメモリを利用してマルチ画

面,子画面表示など多様な機能が実現され

つつある｡

フレームメモリを利用したYC分離(輝

度･色信号分維)やフィールドメモリを用い

た走査線補間をテレビジョン受像機に導入

すると,YC分離の不完全さやインタレース

走査に伴う妨害が回避できる｡現行テレビ

ジョン放送を受信し,高精細なカラー画像

を得るIDTV受像機である｡これらのメモリ

では常時高速に書込み,読出し動作を行う

必要がある｡また,ランダムアクセス機能

は必要でなく,RAMポートを省くことがで

きる｡アドレスカウンタを内蔵し,ピン数

を少なくした専用メモリが開発されつつあ

る｡4Mビット時代には1チップのフレーム

メモリがテレビジョン受像機に搭載されよ

う｡
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